
Ⅲ 共同利用研究

1.概 要

昭和57年以来,研究課屈として ｢計画研究｣並

びに ｢自由研究｣を併置し,又,昭和62年度から

｢宍料捉供｣を新設し,これらに係る共同利用研

究が実施されてきた｡｢計画研究｣とは,本研究所

内推進者の企画に基づいて共同利用研究者を公募

するもので,個々の ｢計画研究｣は3-5年の期

間内に終了し,まとめた成果を公表する｡｢自由

研究｣とは,｢計画研究｣に該当しないプロジェク

トで,応募者の自由な着想と計酔こ基づき所内対

応者の協力を待て,継続期間3年を目途に研究が

実施されている｡｢TI料捉供｣とは,資料 (体液.

臓器,筋肉,毛皮,歯牙,骨格,排壮物等)のみ

を提供する共同研究として実施されている｡平成

元年度の研究課題,応募並びに採択状況,研究会

等の概略は以下のとおりである｡

(り 共同利用研究課題

A.計画研究 (カッコ内は課題推進者｡ *

は代表者)

1.=ホンザルの分布と個体数と生息環境

〔実施予定年度 平成元年度～3年度〕

(事杉山幸丸,波速邦夫,山短詩-,後藤俊二)

聞き込み ･アンケートを含む中広域実地調査と

全国規模の分布 ･生息個体数推定方法の確立を目

指す｡さらに生息実憩の定期診断も可能にし,そ

の時間的変化を環境との関係も含めてニホンザル

の生き残る道を探る｡

2.分布限界域におけるニホンザルの生態環境と

地域個体群の動態

〔実施予定年度 昭和60年度～平成元年〕

('鈴木 鬼.文 滋,和田一札 足浄貞成)

ニホンザルの温帯林地域への適応について,坐

態学.生態地理学の見地から宍憩を把垣する｡

①生息現乱 森林植生,食物生産血とその年変動｡

②土地利用,遊動｡③個体群の動態と地域榊造｡

④分布とその制限罪因｡

3.屋久島のニホンザル地域個体群の構造と保存

に関する研究

〔実施予定年度 昭和63年度～平成4年度〕

･書芸戸｡荒ら慧 荒 ,笠荒芸孟:諾琵琶≡ )

暖温帯域の代表的な生息地であり,島全体では

亜寒帯にまでわたる広い巾と急な環境勾配のなか

に分布する屋久島で.社会生態学的な研究の継続

的展開をほかる｡また,亜種ヤクザルの保護 (農

業被害防除を含む)のための基礎研究とあわせて

生物学的質料の収典 ･保存をはかる｡

4.ニホンザル集団における優劣 ･順位の再検討

〔実施予定年度 昭和62年度～平成元年度〕

(*大沢秀行,杉山串九,森 明雄.鈴木 晃)

かつての順位制を強調したニホンザル社会構造

論を一歩進めて,個体または家系間の優劣や順位

が集団や個体の生活維持にどんな機能,効果また

は影響をもっているか :餌付け,非餌付け,採

食,繁殖などさまざまな場における実証的研究に

よって再検討を試みる｡

5.マカクにおける社会的相互作用の集団問変異

〔実施予定年度 平成元年度～3年度〕

(書正高信男,加納隆司,森 明雄)

霊長析研究所にある3つのニホンザル放飼群,

あるいは3つのアカゲザル放飼群において社会的

相互作用の定見的な観察を行い,柴田間での比較

を通してその変異と多様性およびそれを成立させ

ている社会的変数を明らかにする｡

6.霊長類の認知捜能の分析

〔実施予定年度 平成元年～3年度〕

('松沢哲郎,藤田和生,三上孝允)

錯覚やゲシュタルト的知覚から.注意 ･模倣 ･

表象機能 ･概念形成 ･界磁感覚統合に至るまでの

認知機能の諸階層を宍放的に分析し,ヒトの資料

と比較しつつ,霊長現の認知概能の特性について

考察する｡
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7.霊長類の聴覚と音声に関する研究II

〔実施予定年度 昭和63年度～平成 2年度〕

(*小嶋祥三,岩本光男,正高信男)

各種霊長類の聴覚と音声を,音声学,形態学,

生理学,心理学,行動学など,実験室よりフィー

ル ドにわたる多方面から検討し,その総合的な理

解を目指すととも時,ヒトの音声言語との関係に

ついて考察する｡

8･霊長類の視覚と高次視覚情報処理機構の研究

〔実施予定年度 昭和62年度～平成元年度〕

(*三上孝允,久保田競,林 基治,藤田和生)

霊長塀における視覚の基本的機能 (例えば,運

動祝や色彩視など)および高次の視覚情報処理の

機榊 (例えば,パターン祝や視覚の短期記憶な

ど)を心理学,神経生理学,神経解剖学,神経薬

理学の手法を用いて研究する｡

9.利き手と脳の進化

〔実施予定年度 平成元年度～4年度〕

(*久保田競,松沢哲郎)

ヒトで田著にみられる利き手と大脳半球の非対

称性が,原虫 ･其猿 ･旅人猿でどのようにみられ

るか｡行動観察や形態学的,生理学研究を行う｡

これらの起源と進化を跡ずける｡

10.完長持の運動の機構と制御

〔実施予定年度 昭和63年度～平成2年度〕

(+木村 賀,小嶋祥三,毛利俊雄,松村道-)

サルの遥動,そのうち特に発声,マニti'ユレー

ション,ロコモーションなどヒトにおいて特異な

発適を遂げた運動の攻構とその制御について,行

動学,神経生理学,生機構学,形態学などの側面

より解析することを目的とする｡

ll.霊長類の消化器系の形態と機能

〔実施予定年度 平成元年度～3年度)

(事江原昭善,和田一雄)

霊長塀の適応形態は,大部分運動様式と食性に

より決定されている｡本研究グループは,とくに

霊長類の消化器系について,形態 ･生理 ･生態そ

の他各分野から,適応 ･進化などの観点から研究

を促進させ,総合化を試みたい｡

12.霊長類の生殖活動の種特異性とその意義

〔実施予定年度 昭和63年度～平成2年度〕

(書松林清明,野崎真澄,大島 清,大沢秀行

鈴木樹理)

生殖現象を形態 ･行動 ･生理など多方面から解

析し,壇分化とのかかわりを総合的に考察する｡

生殖に関する諸形質 ･機能の分化を特に生活様

読,配偶様式との関連で見直し,霊長類各種の繁

殖戦略の展開とその帰結を検討する｡

13.マカカ属サルの種内,種問変異に関する研究

〔実施予定年度 昭和63年度～平成3年度〕

(*庄武孝義,野浮 謙,岩本光雄,相見 満)

マカカ属サルの種分化を考察するとき.まずそ

れぞれの種内変異を検索し,次に種間変異の定丑

が必要となる｡主として長年の海外学術調査等で

収集され蓄積されている遺伝学的,あるいは形態

学的資料を用いての研究に主眼を置いて計画研究

課題として発足させたい｡

14.生体分子の構造を指標とした霊長好の種分化

と系統

〔実施予定年度 昭和62年度～平成元年度〕

(*竹中 修,中村 伸,石田貴文,野浮 放

庄武孝義)

核酸やタンパク質等生体分子の構造変異を生化

学的,退伝学的手法により調べ,霊長現の磁分

化,系統を明らかにする｡又,それらを時間軸に

置換することにより,霊長規の進化について考察

する｡

15.生理活性物質 (酵素,ペプチ ドなど)の霊長

類組織特性と構造 ･機能の解明

〔実施予定年度 昭和63年度～平成2年度〕

(*景山 節,林 基治,松村道-.浅岡一雄

大島 清)

生体内では多くの生理活性物質が調節機能発現

に関与している｡本課題では酵素.生理活性ペプ

チドなどを重点として.霊長塀組紙におけるその

代謝,量的変化,また精製.構造,機能の解析を

通じて霊長塀の特性を明らかにしていくものであ

る｡

-40-



a.自由研究 (計画研究に含まれない研究課屈)

C.焚料捉供

(2) 応募および採択状況

平成元年度のこれら研究課題について106件 (1
87名)の応募があり,運営委員会共同利用研究専

門部会 (西田利貞,浅野俊夫,久保田競,岩木光

班,杉山亭丸)並びに共同利用研究実行委員会

(鈴木樹理,加納隆至,景山 節,小嶋祥三,野

上裕生,毛利俊雄)との合同会議において採択原

桑を作成した｡この原轟は協議員会 (平成元年2

月8日)の審議 ･決定を経て運営委員会 (平成元

年 2月22日)で了来された｡

その結果100件 (176名)が採択され,各課屈に

ついての応募 ･採択状況は下記のとおりである｡

課題 応 募

計画1 7件 (11名)

2 4件 (7名)

3 2件 (3名)

4 3件 (5名)

5 3件 (3名)

6 3件 (3名)

7 3件 (4名)

8 3件 (3名)

9 5件 (11名)

10 5件 (14名)

11 6件 (10名)

12 7件 (10名)

13 2件 (2名)

14 5件 (9名)

15 4件 (5名)

自 由 39件 (72名)

賢 料 5件 (15名)

採 択

7件 (11名)

4件 (7名)

2件 (3名)

3件 (5名)

3件 (3名)

3件 (3名)

4件 (5名)

3件 (3名)

4件 (7名)

6件 (15名)

4件 (4名)

6件 (9名)

1件 (1名)

5件 (7名)

4件 (5名)

35件 (69名)

6件 (19名)

(3) 研究会

平成元年度は,｢研究会｣と小規模の ｢ミニ研究

会｣が以下のとおり採択 ･実施された｡

A.研究会

1.ニホンザルの分布と個体数と生息環境

2.動物の音戸コミニュケ-ションからヒトの

音声言語へ

3.分布限界域におけるニホンザルの生息環境

と地域個体群の動態

4.印19回ホミニゼ-シコン研究会 r環境｣を

考える

B.ミニ研究会

1.動物突放と実験動物の福祉

2.視覚認知の心理学と生理学

3.志究高原横沿川流域に生息するニホンザル

地域個体群の動態

2.研究成果

A.計画研究

課 題 1

宮城県における二ホンザルの分布,個体数の現状

と歴史的変遷およびその要因についての研究

伊沢 絃生 (宮教大)

遠藤 純二 (東浜小)

庄司由実子 (川崎小)

これまで私たちは宮城県下のニホンザルについ

て過去の分布復元や,現在の分布 ･群れの数 ･個

体数の推定等をおこなってきた｡それらの研究成

果を基盤に,本研究初年度の今年は以下の項目に

重点を置いて調査を進めた｡

①金華山のこホンザル5群については過去 8年間

にわたって継続調査を実施してきたが,本年は個

体数増減にかかわる要田の一側面をさぐる目的

で,5群の出産数とそれらのアカンボウが年間ど

の時期に何頭死亡するかを詳しく調べ,それらと

先供変動や主要食物の季節的変遷等との対応を検

討した｡

②同時に,金華山ニホンザル個体数増減に深く関

与しているはずの食物について,その生産丑を知

る目的でシード･トラップを3ヶ所設圧し予備調

査をおこなった｡その結果は上々であり,次年度

の本格的な作業の見通しを得た｡

③奥新川,二ロ.七ヶ宿の3地域で群れの個体数

調査を実施したが,いずれの地域でも以前より増

加していた｡その罪因はここ数年の朔繋な畑荒ら

しや暖冬と関係している可能性が商いが,他資料

も含め現在比較枚討中である｡

④かつてサルが生息し.1985年のアンケー ト調査

で群れの生息情報がなかった地域の うち牡鹿半

良,北上高地,栗駒山鹿地域について調査 した
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